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「共感力」を大切に 校長 中島 洋子
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、学校も１月３１日から臨時休業となり、オンラ

イン学習を余儀なくされました。保護者の皆様には、タブレットの接続や自宅学習の支援等
ご協力ありがとうございました。
さて先日、八千代町制施行５０周年記念のオンライン講演会で講師の尾木直樹さん（尾木

ママ）のお話を伺いました。以下の２点について大変印象に残りました。
一つ目は、コロナ禍を明るく乗り越えるストレス発散の方法です。「走る」「笑う」「叫ぶ」
「日記を書く」などがよいとのこと。特に、「ケラケラ」「ハッハッハッ」と声を出して笑

うと「幸せホルモン」が出て心がすっきりするそうです。
二つ目は、「共感力」です。相手の意見にその通りだと感じたり、喜怒哀楽といった感情

に寄り添ったりすることのできる力です。たとえばお子さんの言動に対して、頭から否定す
るのではなく、まずは「あいづち」を打って受け止めて共感すると、「次はがんばろう」と
元気がみなぎり良好な関係が築けるということです。ぜひご家庭でも試してみてはいかがで
しょうか。
残りの登校は２０日ほどとなってしまいましたが、この短い間に今の学年でしておくべき

ことをきちんと行い、勉強も心もしっかりと仕上げていけるよう全職員で支援していきたい
と思います。保護者の皆様の引き続きのご協力をよろしくお願いいたします。

アンケートへのご協力ありがとうございました。遅くなりましたが、児童、保護者の皆様から
頂いた意見等を参考に、今後の学校教育に生かしていきます。貴重なご意見ありがとうございま
した。

【児童アンケート結果】 令和３年１２月実施（児童３２３人，保護者２４０人）
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【保護者アンケート結果】

保護者の意見に対しての学校の方針 ●保護者の意見 ・は、学校の方針

●キーホルダー等の規則が曖昧。
・学校では、学習に必要な物以外は持ってこない、ランドセルや筆入れにもキーホルダーは付け
ないことになっています。２月にも改めて指導しました。

●宿題が多い印象がある。自主学習メインにはできないものか。
●なるべく毎日、宿題を出して頂けると助かる。
●毎日の宿題や自学などは学年ごとにそろえてほしい（先生によって異なるのはよくないと思う）
・個人差があるため、まずは家で学習する習慣を付ける意味で宿題は出しています。学年でも学
級によって差がないように、学年で同一歩調を揃えるようにしていきます。

●コロナが終わっても学校行事は簡略化して親の負担を減らしてほしい。
●子ども達にとってはコロナに左右され制限だらけなのでもっと保護者を巻き込んでほしい。
・学校行事等は今後も精選します。保護者の負担にならないように保護者参加の行事を考慮しま
す。子ども達のためにご協力をいただくことがあると思いますが、よろしくお願い致します。

●挨拶をしない子どもが多い。立哨当番などの時もこちらから挨拶しても返事をしないので、も
う少し挨拶ができるように指導してほしい。

・今後も挨拶運動等を行い、活性化を図っていきます。家庭でも挨拶の大切を伝えていただける
と幸いです。

●裏門の方の道の端が崩れていたりガタガタや少し暗いので木の伐採など整備をしてほしい。
・ＰＴＡ奉仕作業時に保護者の協力を得て、木の伐採を考えています。教育委員会にも相談して
整備を依頼しています。

●１時間ほどかかる登校距離の場合、キッズケータイを持たさないと不安。
・低学年は教員や保護者のパトロールを実施し、下校時は通学班ごとの下校を奨励しています。

●子ども同士でトラブルがあった時は、その時に関わった子どもの保護者に話をきちんとしてほ
しい。

・学校では、子ども達に事実確認してから、内容を保護者に伝えています。連絡が遅れる場合も
あるので早期対応に心掛けています。よろしくお願いします。

●毎日、学校や家庭でどんな小さなことでも感動できるような児童、先生、親であってほしい。
・成功体験や達成感を味わえるような体験活動を多く取り入れていきたいと考えています。


